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　フランスでは体温を計るのに直腸温を用いるそうです．この方が腋窩や口腔での検温よりも正確
だから．そのため，頻繁に計ると時には直腸に潰瘍ができ，体温計潰瘍と呼ばれるとか．あるアメ
リカの女性がドイツで働いている時に，帯下の為に婦人科にかかったら抗生物質でなく三半（mud
bath）をすすめられ驚いて逃げ帰った話しもあります．又，今はPTCAが開発されて少し様子も
変わったでしょうが，1980年代にはアメリカは全心筋梗塞患者あたりのバイパス手術数はイギリ
スの2倍でした．病気の治癒率に2倍の差はなかったようです．アメリカ医学では温泉療法は多分
軽視され，ヨーロッパ，日本では相当なウエイトがあります．地域がん登録（その地域の全症例を
登録）では，日本の大阪地区の胃がんの治癒率は39％ですが，アメリカのシーア計画（全アメリ
カの人口10分の1を登録）では16％です．早期胃がんの治療の差と思われますが，しかし他方ポ
ジキン病では逆にアメリカ76％，大阪38％です．日本ではポジキン病が可成り少ないこと，がん
化学療法技術の普及が今一歩で，医師が治療に十分なれていないためでしょうか？　いずれにせよ
両国民はこのような差のことを知りません．
　色々な国ごとに，どうも医療というものは，又その結果も少し，或いは可成り違っていて，その
ことをそれぞれの国民は殆ど知らないでいる．その国の文化や伝統に裏付けられたり，医療保険制
度が違ったり，医学教育のやり方が影響したり，色々理由はあります．同じ国のドクターの方が心
が通うからと言う身びいきもありますが，大方は自国の医療は一流かまあいい線行ってると思って
暮らしています．自国の医療が他国と比べてどうかをあまりよく知らないのです．全ての疾病につ
いて，先進国のデータと比べるのも大変です．しかし今日インフォームドコンセントが広く要求さ
れるのと同じように，自国の水準は要望すれば知ることができることが必要です．
　情報社会が育っていますからいつれ変わってくるでしょうが，日米貿易摩擦みたいに，各々の国
の文化や伝統が邪魔をして，なかなか他国のことはわからないのです．我々は日本で日本人の心で
日本人の患者を治療しますが，日本の患者のために世界一の医療技術を持つことが要望されます．
そのためには，臨床研究の進歩と，開発された新技術のスムースな普及が絶対条件となります．日
本国民もこのような現状に目覚めてぜひ医界を激励してもらいたいものです．
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